
 

③ 在宅療養が難しいと思う理由(複数回答)

（P43） 
在宅療養を希望しない理由として、「家族への負担」

が最も多く、次いで「急変時の対応への不安」であ

った。また、今回調査で新設した「経済的負担感」、

「訪問診療医がいない」が 1 割を超えていた。 

 

 

 

練馬区高齢者基礎調査報告書（速報）抜粋 

１ かかりつけ医等の状況（P40） 

① かかりつけ医の有無 
「いる」は高齢者一般で 83.9%、これから高齢期では 60.8%であった。 

 

 

 

 

 

 

② かかりつけ歯科医師の有無 
「いる」は高齢者一般で 75.0%、要介護認定者が 66.9%であった。 

 

 
 

 

 

 

③ かかりつけ薬局の有無 
「いる」は高齢者一般で 65.5%、要介護認定者が 79.8%であった。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般 

要介護高齢者 
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無回答 
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要介護高齢者 
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無回答 

２ 医療の受診形態（P41） 
 前回調査（平成 26 年）に比べ、要介護者の訪問診療が 0.6 ポイント増え

ている。 
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29高齢者一般 

26要介護高齢者 

29要介護高齢者 

通院している 通院と往診の両方を利用している 

訪問診療・往診を利用している 受診していない 

無回答 

３ 在宅療養（前回比較） 

① 在宅療養の希望（P42） 
前回調査に比べ在宅療養を希望する要介護高齢者が 4.2 ポ

イント増加している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 在宅療養の実現可能性（P43） 
在宅療養を希望すると回答した人の実現可能性については

高齢者一般で 4.6 ポイント、要介護高齢者で 6.3 ポイント

増加している。 
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29高齢者一般 

26要介護高齢者 

29要介護高齢者 

26これから高齢期 

29これから高齢期 

そう思う そう思わない わからない その他 無回答 
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42.9 
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24.1 
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22.6 
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0.8 
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11.9 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

26高齢者一般 

29高齢者一般 

26要介護高齢者 

29要介護高齢者 

26これから高齢期 

29これから高齢期 

可能だと思う 難しいと思う わからない その他 無回答 
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42.9 

23.8 

23.0 

21.4 

12.7 
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4.8 

57.3 

46.1 

20.0 

11.9 

17.3 

14.8 

11.1 

3.3 
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11.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族等に負担をかけるから 

急に病状が変わったときの対

応が不安だから 

在宅でどのような医療や介護

を受けられるかわからないから 

療養できる居住環境が整って

いないから 

介護してくれる家族がいないか

ら 

経済的負担が大きいから 

在宅医療や介護のサービス体

制が整っていないから 

往診してくれる医師がいないか

ら 

地域の訪問看護・介護体制が

整っていないから 

その他 

特に理由はない 

無回答 

平成26年 

平成29年 

※当該年度の

設問なし 

【要介護高齢者】 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

介護サービス事業者調査 

１ ターミナルケアへの対応（P162） 
 ターミナルのケアへの対応は53.6%がすでに実施し

ている。たん吸引等は 39.6%の事業者が対応は考えて

いないと回答している。 

① ターミナルケアへの対応 

 

 

 

 

 

 

② 介護職員によるたんの吸引等医療的ケアへの対応 

 

53.6 16.5 19.7 4.3 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに実施している 対応は考えている 
検討段階である その他 
無回答 

17.4 24.5 39.6 9.7 8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに実施している 検討段階である 

対応は考えていない その他 

無回答 

２ 医療機関との連携（P163） 
① 医療機関と連携を進める上での課題（複数回答） 

半数の事業者が情報共有システムの確立が必要と答えているが、

2 割以上の事業者が連携のための事務に負担を感じている。 
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20.6 

10.1 
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10.8 

13.9 

53.8 

23.2 

24.5 

14.0 
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1.0 

12.5 

15.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

情報共有システムが確立されて

いない 

医療機関の協力が得られない 

連携のための事務負担が大きい 

個人情報保護に基づく情報共有

の同意手続きが難しい 

共有すべき情報がわからない 

連携の必要性を感じていない 

その他 

無回答 

平成26年 平成29年 

％ 

※ 

※当該年度の設問なし 

資料３ 


